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①　事業所名 株式会社　市川メッキ

②　代表者 代表取締役　坂口　龍松

③　創立 １９６７年２月

④　資本金 ５００万円

⑤　所在地 〒４７３－０９０７

愛知県豊田市竜神町新生８番地

⑥　環境管理責任者連絡先

ＴＥＬ：０５６５－２８－１３３６

ＦＡＸ：０５６５－２８－８９９３

⑦　事業活動の内容

⑧　事業規模 従業員 9人 （2025年3月末現在）

生産設備 回転ライン自動メッキ装置 1式

静止ライン自動めっき装置 1式

⑨　事業年度 ４月～３月

①　認証登録範囲 対象組織 本社・工場

対象活動 事業活動の内容通り

②　発行日

金属部品の電気亜鉛めっき、自動車ブレーキ部品の組付け及び梱包

2026年7月24日

1.組織の概要1.組織の概要

2．対象範囲(認証・登録範囲)、レポートの対象期間及び発行日



１．基本理念

２．環境経営方針

（１）　当社に、適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

（２）　次の事項について具体的な環境経営目標及び環境経営計画を定め実施します。

①　省エネルギーに取り組み二酸化炭素排出量の削減をします。

②　分別の徹底・リサイクルの推進に努め廃棄物排出量の削減をします。

③　水使用量の削減をします。

④　化学物質使用量の削減をします。

⑤　事業活動において効率化を促進します。

制定　　2014年7月22日

改正　　2021年7月22日

株式会社　市川メッキ

代表取締役　坂口　龍松

当社は、金属部品への電気亜鉛めっきを行っています。特に環境への影響が大きい業種で

あることを認識し、環境経営システムを構築、運用、維持することにより、環境保全を自

主的に推進しています。

そして、従業員が気持ち良く働くことができ、社会に貢献できることを念頭に、地域の皆

さんとの調和を大切にする会社を目指しています。

3．環境経営方針



発行日

2023年4月 2024年4月 2025年4月 2026年4月

～ ～ ～ ～

2024年3月 2025年3月 2026年3月 2027年3月

基準年度
目標値

1％減

目標値

2％減

目標値

3％減

排出量 149,677 148,180 125,729 124,232

目標値16％減 目標値17％減

原単位 15.74 15.58 13.22 13.07

目標値16％減 目標値17％減

消費量 ｋＷｈ 241,192 238,780 236,368 233,956

原単位
ｋＷｈ

/万円
25.37 25.11 24.86 24.61

消費量 Ｌ 13,936 13,797 13,657 13,518

原単位
Ｌ

/万円
1.47 1.45 1.44 1.42

消費量 Ｌ 469 464 460 455

原単位
Ｌ

/万円
0.05 0.05 0.05 0.05

㎥ 21 21 21 20

ｔ 0.93 0.92 0.91 0.90

排出量 ㎏ 21,220 21,008 20,796 20,583

原単位
㎏

/万円
2.23 2.21 2.19 2.16

消費量 ㎥ 11,387 11,273 11,159 11,045

原単位
㎥

/万円
1.20 1.19 1.17 1.16

事業活動の

効率化
バレル数 ー ー

実績数

把握期間
4

＊二酸化炭素排出量は2024年度に太陽光発電を設置し自家消費を開始。目標値を見直した。

廃棄物排出量

の削減

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減

水使用量の

削減

井戸水・水道水使用量の削

減

＊電力の二酸化炭素の排出係数は中部電力の2023年度の調整後排出係数の 0.421㎏ーCO2/kWhを使用した。

めっき不良の削減/リード線・その他

の原因による再めっきバレル数

2026年4月15日

基準年度の原単位：年間売上高　　9,508万円

削減目標又は取組頻度

単位

都市ガス使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

環境方針 取組項目

電力使用量の削減

㎏ーＣＯ2

㎏ーＣＯ2

/万円

二酸化炭素排

出量の削減

灯油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

4．環境経営目標4．環境経営目標4．環境経営目標



発行日

環境方針 取組項目 確認方法 責任者

点検表 工場長

点検表 ↑

点検表 ↑

点検表 ↑

灯油使用量の削減 点検表 ↑

ガソリン使用量の

削減
ステッカー ↑

都市ガス使用量の

削減
ステッカー ↑

管理表 事務担当

目視 工場長

産業廃棄物排出量の

削減
目視 ↑

点検表 ↑

ステッカー ↑

事業活動の

効率化
めっき不良の削減 点検表 ↑めっき不良の削減

廃棄物排出

量の削減

一般廃棄物排出量の

削減

紙使用量の削減

分別の徹底

水使用量の

削減

水道水・井戸水使用

量の削減

ライン停止時（メンテ・トラブル等）には井戸水を止める

ステッカーによる節水意識向上

修理可能なメッキカゴに変更

元栓の閉め忘れの徹底

二酸化炭素

排出量の

削減

電力使用量の削減

空調温度の適正化（冷房28℃・暖房20℃）

取組内容

冷暖房機のフィルター清掃（２ヶ月に一回）

使用時以外は消灯の徹底

昼休み、退社時の消灯の徹底

ライン終了時間前にボイラーの運転停止

エコドライブの徹底

取組期間：2025年4月～2026年3月

2026年4月1日5．環境経営計画



発行日 2026年4月1日

できました。

できました。

できました。

できました。

灯油使用量の削減 できませんでした。

ガソリン使用量の

削減
できませんでした。

都市ガス使用量の

削減
できませんでした。

できました。

できました。

産業廃棄物排出量の

削減
できました。

できませんでした。

できました。

事業活動の

効率化
めっき不良の件数 できました。めっき不良においては内部要因における不良件数の把握

水使用量の

削減

水道水・井戸水使用

量の削減

ライン停止時（メンテ・トラブル等）には井戸水を止める

ステッカーによる節水意識向上

廃棄物排出

量の削減

紙使用量の削減

汚泥は最終処分場に自社で持ち込み

一般廃棄物排出量の

削減
分別の徹底

6-1　取組内容及び取組評価

取組期間：2025年4月～2026年3月

二酸化炭素

排出量の

削減

電力使用量の削減

空調温度の適正化(冷房２８℃・暖房２０℃）

冷暖房機のフィルター清掃（２ヶ月に一回）

使用場所以外の消灯の徹底

昼休み、退社時の消灯の徹底

ライン時間前にボイラーの運転停止・使用料の調節

エコドライブの徹底

元栓の閉め忘れの徹底

6．環境経営計画に基づき実施した取組内容



組　織　図

フルタイム勤務 4名

パート勤務 5名（7名）

役割・責任・権限

全社員

事務担当 環境関連文書及び記録の素案作成・文書記録一覧表管理

工場担当 取組実績、実施状況の確認・記録

役割 責任    ・    権限

代表者

代表者による経営における課題とチャンスの明確化

環境経営方針の策定、資源(人・設備・費用等)の準備

実施体制の構築

代表者による全体評価と見直し・指示

全社員 環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画を理解し取り組む

環境管理

責任者

代表者に代わり、環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況(環境経営目標の

達成状況・環境経営計画の実施状況及び運用結果・環境関連法規の遵守状況・外部

からの環境に関する苦情や要望)を代表者へ報告

環境への負荷の自己チェック、環境への取組の自己チェックの実施

環境関連法規の取りまとめ/遵守評価の実施、環境経営目標・環境経営計画の作成

実施体制の構築、教育訓練の実施、外部からの苦情等の受付対応・記録

手順書の作成、緊急事態の想定/訓練の実施、問題点の是正・予防処置と記録

環境経営レポートの作成

発行日 2026年4月1日

6-2　 実施体制

代表者

環境管理責任者 （パート人数は常勤社員換算）

事務担当　 工場担当



発行日

2023年4月

～
2024年3月

基準期間 削減目標 目標数値 実績数値 増減率 評価

排出量 ㎏ーＣＯ2 149,677 16% 125,729 122,691 -18.0% 〇

原単位
㎏ーＣＯ2

/万円
15.74 16% 13.22 12.61 -19.9% 〇

消費量 ｋＷｈ 241,192 2% 236,368 232,767 -3.5% 〇

①購入電力量 ｋＷｈ 183,397

②自家発電自家消費量※ ｋＷｈ 49,370

消費量 Ｌ 13,936 2% 13,657 17,779 27.6% ×

消費量 Ｌ 469 2% 460 488 4.1% ×

消費量 ㎥ 21 2% 21 36 71.4% ×

消費量 ｔ 0.93 2% 0.91 0.89 -4.3% 〇

排出量 ㎏ 21,220 2% 20,796 20,480 -3.5% 〇

水使用量の削減 消費量 ㎥ 11,387 2% 11,159 12,783 12.3% ×

- - 5 - -

都市ガス使用量の削減

一般廃棄物排出量の

削減

＊電力の二酸化炭素の排出係数は中部電力の2023年度の調整後排出係数の0.421㎏ーCO2/kWhを使用した。

＊電力使用量＝①購入電力量+②自家発電自家消費量（太陽光パネル発電）

二酸化炭素排出量

の削減

廃棄物排出量の削減

二酸化炭素排出量

の削減

電力使用量の削減

①+②

灯油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

産業廃棄物排出量の

削減
水道水・井戸水使用量

の削減

めっき不良の削減

基準年度の原単位：年間売上高　9,508万円
（2023年4月～2024年3月）

2025年度の原単位：年間売上高　9,730万円
（2025年4月～2026年3月）

環境方針 単位

増減目標または取組頻度

2025年4月～2026年3月取組項目

2026年4月15日

7-1　環境経営目標の実績

7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とそ

の評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とそ

の評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とそ

の評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画



発行日 2026年4月15日

取組項目

・空調温度の適正化

・2024年7月から、太陽光発電を開始しました。月

に約20％太陽光発電で賄えており、改めて削減目

標を掲げて、達成することができました。

二酸化炭

素排出量

の削減

電力使用量の削減

めっき不良の削減 ・再めっきの把握
・表を作成して、回数を把握しました。これからどのよ

うに減らしていくか検討していきたい。

廃棄物排

出量の

削減

一般廃棄物排出

使用の削減

産業廃棄物排出量

の削減

・亜鉛濃度の管理（汚泥）

水使用量

の削減

水道水・井戸水

使用量の削減

・メッキかごの交換が終わり、廃プラスチックの削減が

できたので、達成できました。今後は、メンテナンスを

して排出を無くします。
・修理可能なメッキかごに変更

・売上が上がった分、使用料も増加しました。

年度末に壁の塗装の為、洗浄した際に水道の使用

量が増加してしまい。達成できませんでした。

・使用時間の管理

・ステッカーによる節水

意識向上

・紙使用量の削減
・請求書をメールに変更しました。

・裏紙の利用・郵送物の電子化で、紙の消費量を

減らすことで達成できました。
・分別の徹底

7-2 環境経営計画の取組結果とその評価

取組期間：2025年４月～2026年３月 削減目標2％

取組内容 取組結果とその評価

（冷房２８℃、暖房２０℃）

・冷暖房機のフイルター清掃

　(２ヶ月に一回）

ガソリン・軽油

使用量の削減

・使用場所以外は消灯の徹底

都市ガス使用量の

削減
・元栓の閉め忘れの徹底

・油のついた手袋の洗濯と、工場内清掃の際、苛

性ソーダの汚れを落とすのに、お湯を使用したこ

とで使用量が増加しました。作業工数を減らすた

めには、有効ではあるので、検討が必要です。

・昼休み、退社時の消灯の徹底

灯油使用量の削減
・ライン終了前にボイラー停止

・取組においては内容通りほぼできました。　売

上が昨年比10％増で、灯油の使用、汚泥の増加、

目標を達成できませんでした。

・設定温度以上時は一時停止

・エコドライブの徹底



発行日

取組項目 目標値

消費量 kWｈ 233,956

原単位 24.61

消費量 L 13,518

原単位
L

/万円
1.42

消費量 L 455

原単位
L

/万円
0.05

㎥ 20

消費量 ㎏ 20,583

原単位 2.16

消費量 ㎥ 11,045

原単位 1.16

バレル

数

実績数

把握期間

環境方針 継続取組内容 　追加取組内容

二酸化炭

素排出量

の削減

電力使用量の

削減

・デマンドを利用し、契約電力を下げ

ます。・デマンドデスポンスを周知し

ます。・機械器具のメンテを徹底して

故障を無くし無駄な使用量を削減しま

す。・使用機械設備以外の電源OFFの

徹底をします。・メッキラインの適正

使用の見直しで、時間短縮により節電

を進めます。・太陽光発電で消費電力

の20％が賄えているか注視します。

・空調温度の適正化

　　（冷房２８℃、暖房２０℃）

kWｈ

/万円

灯油使用量の

削減

7-3　次年度の環境経営目標及び環境経営計画
2026年4月15日

取組期間：2026年４月～2027年３月
2023年度基準

削減目標3％

・汚泥圧縮機（フィルタープレス）の

終了時の管理（次の工程に移る時間の

削減）をする。　　（汚泥）

・冷暖房機のフイルター清掃

　　（２ヶ月に一回）

・使用場所以外の消灯の徹底

・昼休み、退社時の消灯の徹底

・退社時、土日はトイレの電源を切る

・ライン停止時は電源を切る（トラブ

ル等で30分以上の停止が予測される場

合）

・ボイラーを灯油からガス使用のもの

に変更予定です。灯油の使用量は、無

くなりその分ガスの使用量が増加予定

ですが、作業の効率化UP,Co2の削減

が期待できます。

・取り組み内容の徹底周知をします。

・組付けで出る、ビニール袋をゴミ袋

として、再利用します。

・リサイクルステーションへの持ち込

みをします。・電子化を進めます。

めっき不良の削減
・内部不良の発生原因を追求し再メッ

キ品を無くします。

事業活動

の効率化

・リード線、その他の原因による再

メッキバレル数の把握

㎏

/万円
・機械設備等のメンテナンスを徹底し

ます。

水使用量

の削減

水道水・井戸水

使用量の削減

・ライン停止時（メンテ、トラブル

等）に排水を止める
・注水中は、止め忘れが無いよう、プ

レートを掲げて、タイマーもセットし

ます。
㎥

/万円
・ステッカーによる節水意識の向上

廃棄物排

出量の

削減

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物

排出量の削減

・排水管理の徹底

・エコドライブの徹底

都市ガス使用量の削減 ・元栓の閉め忘れの徹底

・分別の徹底

ガソリン使用量

の削減

ｔ 0.90

・紙使用量の削減



環境関連法令等 遵守評家

収集運搬・処分までの保管 保管基準に従った保管 ○

産業廃棄物の保管基準 ○

産業廃棄物収集汚泥運搬の基

準（自社運搬）
産業廃棄物運搬車表示・マニフェストの携行 ○

収集運搬・処分に係る

委託基準
委託契約書の締結・許可証の確認（産廃廃棄時に) ○

○

○

委託先の実地確認 ○

○

毒物劇物取扱責任者の選任 ○

○

○

特定施設の設置届 ○

○

○

土壌汚染対策法 ○

家電リサイクル法 ○

自動車リサイクル法 ○

○

○

修理・廃棄時に登録業者に委託。引取り証明書の３年間保管 ー

 第1種特定製品の四半期ごとの簡易点検の実施 ○

○

○

悪臭防止法 ○

　なお、関係機関からの違反等の指摘、訴訟等もありません。

県民の生活環境の保全等

に関する条例

アイドリングストップの周知（看板）

騒音・振動発生施設の設置届出

フロン排出抑制法

浄化槽法　

保守点検・清掃の実施

年１回の法定検査の実施

近隣住民からの苦情の有無確認の実施

消防法

自動火災報知設備・誘導等の届出・動力消防ポンプ設備設置届出

○

ボイラーの設置の届出・消火器の点検の実施届出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リサイクル料金を支払う

リサイクル費用の負担と、廃棄する自動車を自治体の登録業者に引き渡す

＊環境関連法規への遵守状況を点検した結果、過去３年間に環境関連法規への違反はありません。

毒物及び劇物取締法

水質汚濁防止法

特定工場における公害防

止組織の整備に関する法

律

公害防止管理者（有資格者）の届出

排水基準の遵守（計量証明事業者による水質分析）

調査の実施（土地利用状況報告書の提出）

貯蔵設備の表示

薬品台帳の作成管理

2026年3月31日

＊遵守評価は○△×で表示する　　＊評価日は３月の最終稼働日とする

汚泥(優良認定事業者）

廃棄物処理法

縦横６０ｃｍ以上の掲示板を設ける

マニフェスト制度

マニフェストを交付し最終処分までを確認

マニフェスト交付状況の報告

特別管理産業廃棄物発生事業場設置の届出

適用内容

遵守評価日

8．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無



コメント記載日

１．環境経営目標の達成状況

２．環境経営計画の実施・運用結果

３．環境関連法規等の遵守状況

４．外部からの環境関連の苦情や要望

５．その他（前回の指示事項等）

代表者による変更の必要性の判断

次年度以降の目標、取組、環境経営システムをどのように変更すべきか検討し、問題点を明確にする

コメント記載日

変更の必要性事項 変更の判断

１、環境経営方針の変更 □有・■無

２．環境経営目標の変更 ■有・□無

３．環境経営計画の変更 □有・■無

４．実施体制の変更 □有・■無

５．その他変更の必要な項目等 □有・■無

コメント

エコアクションを通じて、環境管理がこれから先、い

かに大切かを実感しております。SDGｓにも繋がる取

り組を、会社全体で行っていきます。我が社では、

メッキ不良を無くすことが、事業の効率化であると思

います。無くすためには、リード線の取替えのタイミ

ングや、機械設備のメンテナンスが重要だと思いま

す。これらを念頭において、作業の見直しや、管理表

の作成をして削減の実施をしていきたいと思います。

環境管理責任者による見直しに必要なコメント

（達成できた場合は設定方法・レベルに問題が

なかったか、未達成の場合は原因の記載）

（取組に問題がなかったか、次年度の取組等に

ついて記載）

2026年4月15日

売上が10％増加で、灯油、ガス、水の使用量が増加しました。電気に

関しては、太陽光で約20％賄えており、CO2排出量の削減に繋がった

と思います。また今後はグリーン電気の購入も行い、CO2を削減しま

す。使用機械、設備は更新の必要な物もあり、新しくすると作業効率

アップを見込めるが、それ以前にメンテナンスに力を入れていくこと

で、より長く使用する努力も必要だと思っています。2026年度は、ボ

イラーを灯油からガスに変更予定です。変更による数値の差を調査

し、設置後の維持管理も徹底していきます。

2026年4月15日

9．代表者による全体の評価と見直し・指示9．代表者による全体の評価と見直し・指示9．代表者による全体の評価と見直し・指示


